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ビジネスを含む

ダストリーコン

ている点，今ひ

では，本研究の目的が提示さ

多国籍アグリビジネスへの依

にするとしている。その際，

多角化した食品企業と肥料企

プレックス（ ）の形成が

とつは主として 年代以降

れ，それは，ブラジル農業経

存度を深めながらも当該経済

内容は二つの点にしぼられ，

業などの集積と農業経営の複

従来言われてきた非接合経済

の特徴であるグローバルバリ

済において 年代半

の発展が促進されてい

ひとつは多国籍アグリ

合体であるアグロイン

を接合経済に移行させ

ューチェーンへのブラ

（ ）



ジル農業の包

この二点が展

「第１章

摂による多品種生産領域の拡

開され新たな課題を指摘する

ラテンアメリカの農業問題と

学位論文審査報告

大が中小農業経営層に新た

としている。

非接合経済構造」では，シン

な変化をもたらしている点，

ガー・プレビッシュ命題

の構造学派お

びそれによる

が集中する社

学派が農村部

て，従属学派

スを見出し，

如（部門間非

よび従属学派の従来の諸理論

構造的ゆがみが考察される。

会階層構造の歪みをもたらす

における過剰労働力の存在が

がブラジル農業部門を含む経

筆者はこの点に注目する。特

接合）および非資本主義的生

の考察を通じてラテンアメ

諸学派共通して，この社会

要因が農業部門にあると論

賃金を低水準に止めている

済構造が非接合経済構造で

に，デジャンブリが生産財

産領域の残存（社会的非接合）

リカ農業の低賃金構造およ

は一部の富裕者に財と権力

じてきた。すなわち，構造

点を主張しているのに対し

ある点に低賃金構造のベー

部門と消費財部門の連関欠

が賃金の低水準を保障す

る条件である

おいては事実

料よりすでに

「第２章 ア

関表による分

あることを実

れに比べて

間投入率は

としているが，筆者はこの部

を反映するものでないと仮

消滅同然の存在となっている）。

グロインダストリーコンプ

析を中心として部門間非接合

証している。投入構造分析に

ポイント上昇し ％とな

， ，および 年でそ

門間非接合構造は 年代

説を立てる（ちなみに，社会的

レックス（ ）の形成と接

構造は自己求心力を有する

おいては， 年の農業部

っている点，また，アグロ

れぞれ ％， ％，

以降のブラジル農業部門に

非接合構造は の統計資

合経済構造」では，産業連

接合経済構造に変化しつつ

門の中間投入率は 年そ

インダストリー部門への中

％と上昇している点，な

どが明らかに

インダスト

年を比較す

ー部門の波及

らの直接・間

済構造へ移行

「第３章

なる。また，最終需要項目別

リー部門は消費依存型産業で

れば両部門とも輸出依存度が

効果を調べるために影響力係

接の原材料投入率が高いこと

していることが示されている

形成とブラジル農業へ

生産誘発依存度分析におい

あり（投資依存型でも輸出依存

減り消費依存度が増加して

数と感応度係数を分析した

を示し，したがって農業部

。

の影響」では， の形成・

て，農業部門およびアグロ

型産業でもない）， 年と

いる。アグロインダストリ

結果，当該部門は各部門か

門を組み込んだ形で接合経

発展過程がブラジル農業

にどのような

プレックスの

という一方的

生産形態の変

輸出品目が従

その加工品な

消費量の拡大

影響を与えているのかが考察

外資支配の主張およびマルチ

把握への批判として位置づ

化を伴った点が実証される

来の熱帯型製品であるカカオ

どアグロインダストリー製品

など低価格で高タンパク質を

される。ここでは，フリー

ンスの小規模農業者の大規

けられると同時に， の形

。すなわち， が形成され

やコーヒーから大豆とその

へ変化したこと，ブラジル

摂取できる消費構造へと変

ドマンらの飼料 家畜コン

模農業者による収奪の対象

成が輸出構造，消費構造，

ることによりブラジルの

加工品，鶏肉，オレンジと

では鶏肉，豚肉，大豆油の

化したこと，そして農業に

おける直接的

域では

れている。し

ディオ層な

された中小規

二らと共に

生産領域における機械化な

の中小規模生産者がその担い

たがって， 年以前に大土

ど（マルチンス）の一部は，こ

模農業生産者として台頭して

「資本による農業の包摂」とし

どの近代技術の使用を含む資

手）および社会関係の近代化

地所有者の収奪の対象にな

こに近代技術を駆使したかか

いる点が主張される。この

て捉えている。

本制的経営の導入（南部地

が起こったことがあげら

っていたとされるミニフン

るコンプレックスに包摂

点を，グッドマン，久野秀
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性」を追求する

る。かかるシス
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年代における付加価値型農

消費者ニーズに対応した付加

テムの考察において，マクマ

学（第 巻・第１号）

業生産・流通システムの展

価値型生産・流通システムへ

イケルやフリードマンらのフ

開」では，「新鮮・安全

の変化が考察されてい

ードレジーム論におい

ては高度で多様

ず大量生産型で

生産・流通シス

多様化・高度化

コモディティチ

フレキシブルに

り，多様化・高

性に富む付加価値型農業生産

あると認識しているのである

テムが発展しているとする。

に伴う商品の差別化を可能に

ェーンの連鎖によるパッケ

対応する流通システムの形成

度化するニーズに対応できる

を先進国農業にのみ見出し発

が，筆者はブラジルなど発展

すなわち，大量生産＝大量消

するシステムとして把握され

ージ化・ システム・トレー

とそれを支える情報技術や生

フレキシビリティが，農業部

展途上国では相変わら

途上国でも付加価値型

費システムから需要の

る。後者においては，

サビリティといった，

産工程検査の発展によ

門にも実現可能になっ

ている。同時に

産者からの付加

部に編入される

「第５章

テムの展開によ

二つの方法で規

であり，もう一

は，パラナ州に

，これによって形成されたグ

価値の移転が起こっていると

ことでますます「資本による

年代における小・中規模農

って生産可能になった中小規

模拡大を図ることなしに自ら

つが有畜複合経営のような範

存在する農業協同組合のひと

ローバルバリューチェーン

指摘する。この点は，農業直

農業の包摂化」が進展すると

業生産者の新たな展開」では

模農業生産者の態様が分析さ

の利益を確保している。その

囲の経済を享受する方法であ

つである を例に有

（ ）により直接的生

接生産者が の一

している。

，まさに上記流通シス

れる。この生産者層は

一つがフェアトレード

る。特に後者に関して

畜複合経営の事例が紹

介される。たと

者の所得が

ている。最後に

組合を設立し有

「おわりに」

移行と付加価値

らに課題として

えば，大豆と小麦の二毛作生

倍になり，これまで以上に農

，土地なし農民運動である

機農産物生産を実施し特定市

では， 形成によるブラ

型生産部門の発展および中小

，国際化されたバリューチェ

産を行うのと比べ，有畜複合

業生産者への付加価値に分配

運動における大きな成果

場と結びつき始めているとし

ジル農業部門における非接合

生産者の変化を中心に，まと

ーンに基づく付加価値移転問

経営をおこなうと生産

が拡大すると考えられ

を考察し，彼らが協同

ている。

経済から接合経済への

めがなされている。さ

題，グローバル化した

の現地波

様性の ％

〔論文審査の結

フラン

る乗数効果の機

なほど非接合構

及効果，高度情報食糧生産シ

を担うブラジルにおける農業

果の要旨〕

クがメトロポリス サテライ

能喪失を問題にした ・ 年

造が顕著であったが，ラテン

ステム下の直接生産者の変化

と環境保全問題を挙げている

ト構造を，またサミール・ア

代には東アジアや中東の国々

アメリカ特にブラジルの産業

，そして世界の生物多

。

ミンが非接合構造によ

では，その視角が有効

部門に関してはアミン

も認めているよ

きずっている農

味で，本論文執

成による接合構

表より計量的に

今ひとつは，

うに接合社会＝自己求心的で

業部門もそうであるか否かは

筆者の博士学位請求論文は農

造への傾向を実証し，しかも

実証した点はブラジル経済研

ブラジル農業が消費者需要の

あったと言える。問題は一次

，これまで検証されて来なか

業部門および農業と工業との

資料上の大きな制約の下で当

究に大きな貢献をしたといえ

多様化・高度化に照応して，

産品輸出経済を長く引

ったと言える。その意

関係において 形

時では貴重な産業連関

る。

国際資本を基軸にコモ

（ ）



ディティチェ

多国籍アグリ

商品の生産が

ーンの連鎖をベースに形成

ビジネスを通じて最終消費者

可能になり，小中農民層をも

学位論文審査報告

された世界大のグローバルバ

と直接的生産者が連接され

大土地生産者と並んで発展

リューチェーン（ ）に

ることにより，付加価値型

している態様を分析してい

る。その際

のヒアリング

規模農業生産

（多国籍アグリ

を導出した。

意味するラテ

と異なり，中

，特に農業協同組合のひとつ

を参考に，持ち帰った貴重な

者の有畜複合経営の効率性を

ビジネス）とのアライアンス

ここに，新しい付加価値型生

ィフンディオ ミニフンディ

小農民層が国際分業の一端を

農業研究所所長や

内部資料やその他の希少な

実際に算定するなどして，

をつうじて外資に包摂されな

産は，大土地所有者の支配

オ構造といったこれまでの

担う層として芽を出してい

加工部門主任と

資料を有効に活用し，中小

ブラジル農業が先進国資本

がらも発展している態様

小農民のそれへの従属を

単純な農業部門の階層構造

る点に着目したものである。

したがって，

る概念が意味

る点でも研究

しかし，少

によりネオラ

ロノデフォル

者として括ら

いえるが，こ

ブラジルの農業の階層構造

する世界的食糧供給システム

史上斬新であるといえる。

々弱点も見受けられる。第１

ティフンディオ層などの大土

テスといった階層分化が起こ

れている。 のデータで

れを裏打ちする調査があれば

に新たな変化を見いだし，「資

の動向に照応した新しい農

に，南部の農民層分解に関

地所有層と並んで特に南部

っているようであるが，本

読みとれない階層分化である

，論文はもう一歩前進する

本による農業の包摂」な

業生産の存在を考察してい

するゲーレンの議論の紹介

ではグランジェイロスやコ

論文では中小規模農業生産

ので資料的限界であると

であろう。自身でフィール

ド調査を実施

う。第２に，

希少資料に基

ネスがバリュ

不均衡と価値

実証の困難を

を損なうもの

するとすれば短期のブラジル

筆者は「飼料＝家畜コンプレ

づいて丹念に計算し，その結

ーチェーンをコントロールし

移転は同じではない。この点

有している。その他数点の批

ではない。

訪問では無理であり，まと

ックスによるバリューチェ

果である付加価値の不均衡

て価値移転をはかっている

はことトランスファープラ

評がなされたが，もちろん

まった時間を要するであろ

ーン」における付加価値を

をもって多国籍アグリビジ

としているが，付加価値の

イシングに関わる点であり，

これらは上記の基本的評価

この博士学

制度史学会），

『農業経済研

に掲載された

以上の検討

〔試験または

位請求論文の主要構成部分

ラテン・アメリカ政経学会な

究別冊』（日本農業経済学会）

ものである。

により審査委員全員一致して

学力確認の結果の要旨〕

は日本農業経済学会，政治経

どで報告したもので，内２

および『ラテンアメリカ論集

本論文が課程博士に相応し

済学・経済史学会（旧土地

つの部分は査読つき雑誌，

』（ラテンアメリカ政経学会）

い論文であると評価した。

本論文の審

都の第１講習

た（ 分）。

本学位請求

査会における

を有している

査にあたっては，口頭試問な

室で実施され，学位請求者よ

者は，本学学位規定第 条第

質疑応答に基づき，本学位請

ことが確認された。外国語能

らびに公聴会が 年６月

り論文の概要が報告され，

１項該当者であり，本論文

求者が充分な学識を有し課

力についても論文に多数の

３日にキャンパスプラザ京

それに関する議論が行われ

の水準の高さおよび公開審

程博士学位に相応しい学力

ポルトガル語文献ならびに

（ ）



英語文献を引用

以上の諸点を

者に対して，博

立命館経済

していることなどから，十分

総合し，本学学位規定 条第

士（経済学 立命館大学）の学

学（第 巻・第１号）

にその力量を有するものであ

１項に基づき，審査委員会全

位を授与することが適当であ

ることが認められる。

員一致で，本学位請求

ると判断した。

審査委員会 主査 立命館大学経済学部教

委員 立命館大学経済学部教

委員 拓殖大学国際開発学部

授 田中 祐二

授 松原 豊彦

教授 小池 洋一

（ ）



現代中国

――

の経済発展と社会変動

「《禁欲》的統制政策」から「

学位論文審査報告

《利益》誘導政策」への転換 年 年――

学

授

学位

立命館大学大学院経済学研究

位 の 種 類 博士（経済学

与 年 月 日 年３月

授与の要件 本学学位規程

科経済学専攻博士課程後期課

）

日

第 条第２項

程 年３月 満期退学

田 暁 利

〔論文内容の

現代中国の

的・生態学的

成層，教育，

の変化の要因

現代中国は

ぞれを計画経

要旨〕

経済発展は，一国の社会変動

な変化として一国の文化・伝

政治，宗教の諸領域において

と問題点を，経済及び社会に

年の「革命」以降の段階

済体制期と市場経済体制期と

の特殊な側面を示している

統にまで波及していくが，

顕著になる。本論文は現代

視点をおいて分析すること

をさしている。現代中国は

して区分する。さらに社会

。社会変動は技術的・経済

とくにその変化は，経済，

中国における５つの領域で

を目的としている。

， 年以前と以降でそれ

政策の側面からは， 年

以前は，禁欲

タイトルでも

論文は序章

る。

序章 主

１．

２．経

的統制期， 年以降は利益

ある。

，第 から第 部と終章から

題の設定と問題意識

世紀の「世界の工場」中国を

済発展と「行為の意図せざる

誘導的政策の視点から分析

構成されている。各章のテ

どう捉えるか

結果」

する。両視点は論文のサブ

ーマは次のようになってい

３．北

４．本

第 部 経

１．《

２．《

第 部 経

３．農

方遊牧民族地域での経済開発

書の構成と課題

済政策の展開系譜

禁欲》的統制政策の展開―

利益》誘導政策への転換―

済発展と社会構造の変容

村過剰労働力の顕在と移動

と「行為の意図された結果

年 年―

年 年―

」

４．都

５．制

６．国

７．自

８．経

９．政

市過剰労働力の顕在と流動

度未成熟の労働力市場

民教育機構・制度の支配構造

立的近代経済人育成の実態

済格差・所得格差の形成

治腐敗の根源

（ ）



．貧困

第 部 経済

．経済

立命館経済

と社会秩序

開発と民族関係

開発と遊牧社会の変容―内モ

学（第 巻・第１号）

ンゴル自治区を事例に―

．経済

終章 世

１．社会

２．社会

３．自然

論文は，本文

語）９ページ，

“万能”主義と民族関係―北

紀中国経済・社会への展望

環境 転換期の経済・社

環境 西部開発と少数民

環境 経済発展の制約的

ページ，図表 ，参考文

索引など全体で ページに

方少数民族地域を中心に―

―持続的経済発展の社会循環

会

族地域の発展

視点から

献（日本語，中国語，英語）

わたる大著である。

と自然環境―

ページ， （英

現代の中国経

的に発展する経

状況にとどまっ

された「改革・

化を基本原理と

策による高度成

一部私有制すな

長」から「非均

済・社会は， 年代の独立

済政策を実施した。しかし中

た。この段階は，「禁欲的」

開放」は，「利益誘導」を基

し，対外的には資本と技術の

長を実現することとなった。

わち資本主義的な生産シス

衡成長」への転換は，国内で

自主・自力更生の基本原則の

国の経済政策は失敗し，低開

経済政策という社会状況にあ

本とした政策に転換した。政

依存を，国内的には「先富論

私有財産制の否定の下で進め

テムの導入となったのである

の様々な歪みをもたらすこと

下で重化学工業を優先

発・発展途上国という

った。 年から実施

策はいわゆる市場経済

」の思想と「傾斜」政

られてきた経済政策が，

。これまでの「均衡成

になる。こうした市場

経済化システム

う特徴をもって

本論文は，現

済・社会構造は

育，産業の高度

部は，北方遊

目指すための社

が導入されている中国は，欧

いる。

代中国の経済・社会構造の

，農村労働力の移動，国有企

化と労働力の育成・訓練，利

牧民族とりわけ内モンゴル自

会及び自然環境についての提

米と異なって中国共産党によ

変動と実態を２段階に区分し

業の過剰労働力の移動，労働

益誘導政策の展開と貧困，政

治区を事例とした分析を行う

言である。

る一元的支配体制とい

て分析する。第 部経

力市場の形成，国民教

治腐敗を分析する。第

。終章は持続的発展を

現代中国の経

いていることで

捉える必要があ

は，「禁欲的」

であり，販売ま

面では国民の私

ようになった。

済発展の特徴は，個人，家族

ある。さらに中国で展開され

る。こうした経済発展の特徴

統制政策が確立するのである

でを含む一括管理すなわち

的消費は制限され，また国民

第１段階は，工業と農業，先

，コミュニティにあるのでは

た工業化は，単に経済現象で

の基本から第１段階における

。第１段階の経済政策は，重

「計画」経済システムの確立で

は戸籍制度によって居住・移

進地域と後進地域，近代化都

なく，国家と民族にお

はなく政治現象として

国家の主要な政策基準

工業優先への傾斜生産

あった。社会政策の側

動の自由も制限される

市と伝統的生活様式を

維持した都市，

年からは

の政治・経済関

である。市場経

経済化政策の最

入，経済特区の

高等教育を受けた階層と低学

第１段階の種々な問題を抱え

係の改善を通じて政策転換を

済化は，これまでの「禁欲的

も特徴的な政策が経済特区の

設立あるいは「利益」誘導政

歴の大衆というような重層的

ながら新しい段階に入ってい

図っていく。市場経済への移

」統制から「利益誘導」社会

設定であり，外資・外国技術

策の結果は，地域間経済格差

な構造も形成された。

く。中国はアメリカと

行という経済制度改革

への転換である。市場

導入であった。外資導

の増大すなわち東部沿

（ ）



海地域と中西

第 部は経

中国は 年

部内陸・辺境地域間の経済格

済発展と社会構造の変化につ

人民公社制度を解体し，農業

学位論文審査報告

差が拡大し，国民間の階層

いての叙述である。最初に

生産請負責任制へ移行した

分解が進んだのである。

農業改革について言及する。

。 年農業改革の第２段

階として統一

農家は主食穀

がて生産量の

解放区，高度

良農地の工業

少は，農村過

は，交通シス

買い付け制度から契約買い付

物生産から野菜，果実などの

減少を招くとともに農業人口

技術開発区などの名称で設立

地の転換による耕地の削減で

剰労働力の農村外部への移動

テムの未整備，生活習慣など

け制度を導入によって，政

商品作物への転換を余儀な

の絶対的過剰をもたらすこ

された工業化への階梯及び

あり，農業生産の減少であ

を促すことになる。しかし

の相違などから円滑に進ん

府の買い上げ価格が低下し，

くされた。中国農業は，や

とになる。経済特区，経済

新興工業都市の出現は，優

った。農業生産の停滞・減

農業地域からの労働力移動

だわけではない。むしろ移

動は，地縁・

他方で企業

とになる。

革は国際化の

る企業の導入

危機的状況に

くる。そこで

るようになる

縁故などに依存した古い体質

改革の進展は，都市国有企業

年企業改革は第２段階を迎

進展のなかで急を要する課題

・拡大が社会的な要請となり

陥ったのである。都市労働力

再就職促進プロジェクトや職

。しかし中国の労働力市場は

を残存した中で行われたの

においても大量の過剰労働

え，企業自主権の拡大が図

であった。先端産業をはじ

，伝統的あるいは競争力の

の流動化によって失業が社

業訓練センターなどを設立

，制度そのものが未整備で

である。

力を排出する過程を辿るこ

られた。とくに国有企業改

めとした国際競争力を擁す

低い国有企業，郷鎮企業は

会的な課題として登場して

し，流動化対策が講じられ

あったことにより経済成長

の過程のなか

企業形態に

多元的な形態

とり，さらに

面が大きいの

雇用システ

制度は政府に

で問題が累積化することにな

おける変革も進み，これまで

が出現した。なかでも外資系

雇用システムも相違した。企

である。

ムの転換が進む中で，労働力

よる管理方式から自由契約方

る。

の公有・国有から私的所有

企業は，既存の生産システ

業改革は外資系企業の大量

市場は依然として未成熟の

式へと転換が進んだ。雇用

の企業も増大するいわゆる

ムとは異なった企業形態を

の進出によって促された側

ままであった。しかし雇用

制度の変化は，労働力移動

を促すことに

労働者への

旋も増大した

剰労働力のい

二極化，さら

者は，未権利

農村の過剰

つながった。農村からの過剰

転化は，旧来型の縁故採用，

。労働力市場の整備の必要性

わゆる出 ぎ形態，高度技

に労働運動の未成熟と労働組

状態のまま労働市場のみが拡

人口あるいは未熟練労働力な

農民は都市労働者へと転化

新聞広告，「門前」採用の他に

が増してきたのである。中

術をもつ労働者ともたない労

合の組織化が行われていな

大しているのである。

どの存在は，中国の独特な

する事態が進行した。都市

民間業者による仲介・斡

国の労働問題の特徴は，過

働者（熟練と未熟練労働）の

いことである。いわば労働

教育機構・制度に由来して

いる。中国の

建設かの二者

規型モデルと

である。経済

育は，ヨーロ

よってこそ近

国民教育は，近代化を支える

択一的な要素によって規制さ

，大衆の政治的意識の覚醒を

発展は，エリート養成を基軸

ッパ型であり，政治的・経済

代化への離陸である。

重要な基盤であるが，その

れてきた。学校教育は知識

重視する運動型モデルに二

とした教育に傾きつつある

的利害から離れた人間形成

教育政策は政治運動か経済

・技術の習得を重視する正

分される事態が進行したの

。近代化を目指した思想教

を基軸とした教育の実施に

（ ）



さらに中国の

済人」の存在は

って経済発展を

立命館経済

近代化のためには「自立的近

，経済発展の鍵であり，同時

持続していくためには，労働

学（第 巻・第１号）

代経済人」の育成の必要性

に教育水準の高度化によって

力養成の教育を高める必要が

を強調する。「自立的経

もたらされる。したが

ある。経済発展の究極

の目的は，自由

成員のモラル，

現代の中国は

済システムとい

ている原因とし

中国社会の長い

的・経済的な側

・平等・公正な社会環境のも

社会規範，価値観は，教育の

地域間経済・所得格差が拡大

う二重のシステムのもとで生

て政治の腐敗がある。政治腐

歴史の中で形成されたもので

面から分析することも重要

とで国民生活水準の向上であ

革新によって形成されること

しているのであるが，計画的

じている現象である。さらに

敗の原因は，経済改革のもと

ある。今日の政治・官僚腐敗

な視点である。例えば官僚腐

る。それゆえに社会構

になる。

経済システムと市場経

種々な格差をもたらし

で生じたのではなく，

の構造を文化的・制度

敗の一因としては，「小

さな政府」への

その結果として

ている。また腐

政治腐敗が消

収入が相対的に

低迷，郷鎮企業

中国社会は，

るのが西北少数

政策転換による官僚の削減，

，貧富格差を拡大し，分配の

敗の横行によって資源効率を

滅しない中で，貧困が拡大し

減少し，物価も上昇している

の不振によって所得の増大が

経済改革以降大きな変動を続

民族地域，とりわけ内モンゴ

地方分権の実施，幹部定年制

公平，あるいは競争の公平性

低下させ，経済成長の阻害要

，社会秩序も混迷化の道を辿

。また農村においても農業収

著しく困難になっているから

けているが，経済改革の最も

ル，チベット，新彊ウイグル

への移行などであり，

すら維持できなくなっ

因も形成している。

っている。都市部では

入の減少，食料価格の

である。

大きな犠牲を払ってい

地区である。こうした

少数民族地域に

政策にすぎない

が行われている

した多元主義的

今日の中国社

る。さらに経済

たがって中国社

おける経済開発政策は，伝統

。少数民族居住地域は地下資

のである。したがって少数民

な政策への転換が必要である

会は，経済制度，労働関係，

発展過程の複雑さの中で多く

会は，政治的・経済的な不安

文化・生活の破壊につながっ

源が豊富であり，開発という

族のための政策は，民族の自

。

家族関係，共同社会の変化な

の不公平，不公正の現象が生

定さが増大している。こうし

ており，異民族の同化

名目での資源確保政策

治，文化，伝統を尊重

どが急速に進展してい

じているのである。し

た諸困難を克服するた

めには，社会環

求することによ

ある。

〔論文審査の結

本論文の特徴

ていることであ

境を整備し，自然環境との調

って地域間所得格差，農業，

果の要旨〕

は，第１に，現代中国を経済

る。第２に，中国の発展過程

和が必要である。社会環境，

民族などの諸問題を解決する

，社会の両側面から分析し，

を 年のいわゆる開放政策

自然環境との調和を追

方向が見いだせるので

その構造を明らかにし

を期にして，前期を禁

欲的統制政策，

それぞれの期の

今日の中国は

ている政策内容

している点であ

なっている。そ

後期を利益誘導政策と規定し

経済構造・社会構造の特徴，

「社会主義」建設と資本主義シ

は中国共産党による「社会主

る。さらに市場経済化の進展

れは中国共産党一党支配構造

ている点である。中国の発展

労働市場の形成，農業問題を

ステムである市場経済化が両

義社会」建設という思想及び

の中で中国共産党による政治

が崩れていないからであり，

過程を２期に分割し，

分析している。第３に，

立しているが，共通し

政策システムであると

腐敗が蔓延するように

むしろ政治腐敗が構造

（ ）



化している状

養成されてこ

視され，また

況を分析している。第４に，

なかった。その原因は教育シ

一部の高度技術の育成という

学位論文審査報告

中国は市場経済化を志向し

ステムにあり，教育制度は

偏ったシステムが導入され

ながら「近代的経済人」が

，一部のエリート層のみ重

た。結果は中国共産党の一

党支配を許す

済化の進展は

辺境地域すな

て中国の経済

た人びとが変

本論文は今

する方法を採

ことになり，民主化が進まな

，同時に辺境地域に代表され

わち少数民族居住地域の犠牲

発展のためには近代的経済人
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